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要　旨

　東京大学北海道演習林では 1930 年から樹木の開葉・開花・葉の変色・落葉フェノロジーの調

査を続けており，これまでに 2010 年までのデータが公表されている。調査は基本的に週に 2 回

行い，データの継続性を担保するために，1996～2010 年と同じ基準で 48 分類群の開葉・開花・

紅葉・落葉の 4 つの事象について初期・盛期・終期の発現日を推定した。本報では 2011 年から

2020 年までのデータを公表する。

Abstract

　Since 1930, the University of Tokyo Hokkaido Forest (UTHF) has collected phenology data (initial leafing, 

flowering, leaf coloring, and natural defoliation) of woody plants. The data from 1930-2010 have been 

published. Since 2010, data for 48 taxa using continuing observations ─ essentially, twice a week ─ were 

collected on 20%, 50%, and 80% of the events, using the same criteria as the 1996-2010 period. This report 

publishes results from 2011 to 2020. 

1．はじめに

　東京大学北海道演習林では，1930 年より樹木フェノロジーの経年変動や人工交配など育種事

業の基礎資料収集を目的とした樹木フェノロジーの観測調査を行ってきた。このような長期観測
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データは，近年の気候変動に対する樹木の反応を知るうえで貴重な資料である。しかし，データ

の観察基準やデータの継続性など未整理な部分が多く，外部の研究者がデータを利用して解析で

きる状況になかった。前報（鎌田ら，2019）では 1930 年から 2010 年までの調査項目，調査個体

や個体数，観測者を整理して時系列データの接続性を検討し，確認できたすべての元データを数

値データとして公表した。本報では前報以降の 2011 年から 2020 年まで 10 年間のデータを公表

する。

調査方法と調査基準

　本報告では，前報で示された以下の方針を踏襲してデータの整理を行った。

1．事象の発生した日にちの数値データを通日値とともに示す。

2．同一種で複数の調査個体がある場合は，すべての個体のデータを示す。

3．調査個体の継続性を明らかにする。

　なお，学名・和名および分類体系については，堀江ら（2013）に従った。

　フェノロジーの観測調査は，原則として月曜日と金曜日の週 2 回行い，天候やフェノロジーの

進行具合に応じて調査日の変更や追加を行い 1 週間以上の欠測期間が発生しないよう留意した。

調査は目視で行い，高木で開花などの確認が困難なものについては双眼鏡を使用した。調査対象

は樹冠全体とした。調査は 2011・2012 年を木村・小川，2013～2017 年を木村，2018 年を木村・

福岡，2019 年を福岡，2020 年を福岡・廣田が担当した。

　調査対象樹種は，前報（鎌田ら，2019）の最後の調査期間である 1996～2010 年と同じ 48 分類

群である。

　調査対象の事象は，開葉（開芽から春葉もしくは短枝の展葉終わりまで）・開花・葉の変色

（秋季の日照時間の減少や気温の低下に起因する紅葉・黄葉）・落葉（葉の変色と同様の起因で発

生したもの）の 4 項目である。その他，病虫獣害や気象害などによって突発的に起こった事象，

常緑針葉樹の葉の顕著な変色（黄変）・落葉についても記録した。

　各事象を初期・盛期・終期に 3 区分し，その状態の発現日を取りまとめた（附表－1）。発現日

の判断基準は鎌田ら（2019）のカテゴリーⅡ－4 にしたがった（表－1～4）。
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